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佐田岬マラソン大会2016開催！
　11月13日（日）、土佐礼子さんをゲストランナーにお迎えし、佐田岬マラソン大会2016が開催
されました。当日は、好天に恵まれ、約800名の選手が佐田岬半島を駆け抜けました。メイン会場
の瀬戸総合体育館では、特産品のＰＲが行われ、参加者は、昼食にしらす丼や伊勢海老の味噌汁を
堪能しました。なお、大会結果は伊方町ホームページでご確認ください。
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町見公民館まつり 11月6日（日）

日
頃
の
活
動
成
果
を
披
露

頃
の
活
動
成
果
を
披
露

頃

動
活活活

成成成成

をを

露
披披披

頃
の
活
動動
成
果果
を
披
露露

文
化
祭

文
化
祭

伊 方 文 化 祭 　11月3日（木）

各種学級・講座の作品展示各種学級・講座の作品展示

各自治公民館の作品展示各自治公民館の作品展示

九町民謡愛好会による踊り九町民謡愛好会による踊り

Oh・Mi・Ja！によるバンド演奏Oh・Mi・Ja！によるバンド演奏

伊方中学校ブラスバンド部による演奏伊方中学校ブラスバンド部による演奏もちつき体験もちつき体験

サダンディー登場サダンディー登場

伊方民踊愛好会による民踊伊方民踊愛好会による民踊作品展示作品展示もちまきもちまき

バザーコーナーバザーコーナー

九町小学校によるダンス九町小学校によるダンス
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瀬戸地域芸能文化祭　10月30日（日）

三崎文化祭　10月29日（土）、30日（日）

国際交流協会によるアメリカ工芸品作成国際交流協会によるアメリカ工芸品作成

三味線・民謡（三味線・民謡の会）三味線・民謡（三味線・民謡の会）

瀬戸中学校吹奏楽部瀬戸中学校吹奏楽部

はまゆう合唱団、三崎高校吹奏楽部、三崎小中学生による合唱はまゆう合唱団、三崎高校吹奏楽部、三崎小中学生による合唱

バザーコーナーバザーコーナー作品展示作品展示お茶を愛する会によるお茶会お茶を愛する会によるお茶会

三崎保育所によるダンス三崎保育所によるダンス

岬寿会の踊り岬寿会の踊り

筝曲（めぐみ会）筝曲（めぐみ会）

舞踊（中山芳江会）舞踊（中山芳江会）稚児の舞稚児の舞
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各地区で自治公民館活動を実施中
中央公 民 館

　

こ
の
度
、
伊
方
町
出
身
（
旧
瀬
戸
町
）

で
「
書
家
」
の
二
宮
奇
龍
（
本
名
：
徹
平
）

氏
か
ら
、「
書
」
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
二
宮
氏
は
、
現
在
、
東
京
に
在
住

し
て
お
り
日
本
書
道
学
院
副
学
院
長
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
、
今
回
、
故
郷
「
伊
方
町
」

へ
の
思
い
を
は
せ
寄
贈
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
作
品
は
３
点
で
、
中

国
の
漢
や
唐
の
時
代
の
書
体
で
描
か
れ
た

作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
民
会
館
（
１
・

４
階
）
及
び
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー(

１
階)

に
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
来
館
の
際
は
、

是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
二
宮
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

自
治
公
民
館
活
動
を
通
じ
、
地
域

の
活
性
化
を
よ
り
推
進
す
る
た
め
に
、

各
地
区
の
自
治
公
民
館
主
事
さ
ん
が

企
画
す
る
事
業
に
対
し
町
か
ら
助
成

さ
れ
る
も
の
で
、
９
月
末
現
在
で
９

地
区
16
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
三
世
代
交
流
、
手
芸
、

料
理
講
習
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、

地
域
に
お
い
て
多
種
多
様
な
特
色
の

あ
る
催
し
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
活
動
を
と
お
し
て
学
習
意

欲
の
向
上
、
親
睦
が
図
ら
れ
地
域
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

「
書
」を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
！

「
書
」を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
！

放
送
大
学
４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大

学
で
す
。

　

心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か
ら
学

習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
と
し

て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち

の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な
く
、
全
科
履

修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
４
年
以
上
在
学

し
て
、
１
２
４
単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る

と
、
学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得
で
き

ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
方

に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
２
月
28
日
ま
で
、

第
２
回
が
３
月
20
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
９-

９
２
３-

８
５
４
４
）
ま
で

ご
請
求
下
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

三世代ペタンク大会（大浜)夏祭り・ふれあいの夕べ(川永田1)

料理講習会（中之浜） 健康体操教室（小中浦） 親子ふれあい広場（湊浦1） 手芸講習会（伊方越）
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スポーツの秋を楽しんだ１日
～小学生ドッジボール大会～ 三崎公民館

　

10
月
22
日
（
土
）、
三
崎
総
合
体

育
館
で
三
崎
小
学
校
の
児
童
が
集
ま

り
、「
小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
種
目
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

と
ド
ッ
ジ
ビ
ー
で
す
。
集
ま
っ
た
三

崎
小
学
校
の
児
童
は
高
学
年
と
低
学

年
、
そ
れ
ぞ
れ
３
チ
ー
ム
ず
つ
に
分

か
れ
て
リ
ー
グ
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
は
、
ど
の
児
童

も
ボ
ー
ル
を
避
け
た
り
キ
ャ
ッ
チ
し

て
反
撃
し
た
り
す
る
度
に
歓
声
が
湧

き
上
が
り
、
元
気
に
コ
ー
ト
の
中
を

駆
け
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
で
は
毎

年
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
と
、
も
う
１
種

目
の
ゲ
ー
ム
を
行
っ
て
お
り
、
今
年

度
の
も
う
１
種
目
が
ド
ッ
ジ
ビ
ー
で

し
た
。ド
ッ
ジ
ビ
ー
は
、ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
の
ボ
ー
ル
を
柔
ら
か
い
フ
リ
ス

ビ
ー
に
変
え
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ボ
ー
ル
と
勝
手
の
違
う
フ
リ
ス
ビ
ー

に
悪
戦
苦
闘
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
が
、す
ぐ
に
コ
ツ
を
つ
か
み
、ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
児
童
は
ど
ち
ら
の
種

目
で
も
元
気
い
っ
ぱ
い
に
コ
ー
ト
狭

し
と
駆
け
回
り
、
爽
や
か
な
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
13
日
（
木
）、
町
見
老
人
大
学
と

九
町
小
学
校
と
の
交
流
ペ
タ
ン
ク
大
会
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ

先
生
方
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
老
人

大
学
生
23
名
、
教
員
９
名
、
小
学
生
64
名

の
計
96
名
が
参
加
し
、
大
人
と
子
供
の
混

成
チ
ー
ム
作
り
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

ル
ー
ル
や
投
げ
方
を
知
ら
な
い
低
学
年

児
童
に
は
、
老
人
大
学
生
が
丁
寧
に
指
導

し
て
い
ま
し
た
。
普
段
あ
ま
り
交
流
の
な

い
大
学
生
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

10
月
27
日
（
木
）、
伊
予
市
の
海
風
窯

（
う
み
か
ぜ
が
ま
）
で
コ
ッ
コ
ス
ク
ー
ル

受
講
生
６
名
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ー
サ
ー

作
り
（
陶
芸
教
室
）
を
行
い
ま
し
た
。

作
り
手
に
よ
り
表
情
や
形
に
個
性
が
あ

り
、
２
時
間
ほ
ど
で
完
成
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
夢
中
に
な
り
楽
し
く
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ケガをしないように準備運動

コート狭しと駆け回る児童上手に避けました！

コ
ッ
コ
ス
ク
ー
ル
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ー
サ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
陶
芸
教
室
）

町
見
老
人
大
学
交
流
ペ
タ
ン
ク
事
業

町
見
老
人
大
学
交
流
ペ
タ
ン
ク
事
業

町見公民館
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　１０月１８日（火）、瀬戸中学校グラウンドにおいて郡小学校陸
上競技大会が開催されました。
　当日は天候に恵まれ、保護者等大勢の声援をうけながら、日頃
の練習の成果を発揮しました。　結果（上位入賞者）は表のとお
りです。

ク
な
ど
に
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
出
か
け

ま
し
た
。
日
本
野
鳥
の
会
の
井
上
恒
男
さ
ん

に
、
講
師
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
双
眼
鏡
を

使
っ
て
鳥
の
姿
を
捉
え
る
こ
と
は
、
４
年
生

に
は
難
し
い
活
動
で
し
た
。
し
か
し
、
回
を

重
ね
る
ご
と
に
上
手
に
な
り
、
ト
ン
ビ
や
ヤ

マ
ガ
ラ
な
ど
鳥
の
生
活
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
鳥
と
も
っ
と
親
し
く
な
る
た
め
に
、

技
術
の
先
生
の
下
柳
信
幸
さ
ん
に
教
え
て
い

た
だ
き
、
巣
箱
も
作
り
ま
し
た
。
今
は
、
巣

箱
を
レ
ッ
ド
ウ
イ
ン
グ
パ
ー
ク
や
そ
の
近
く

の
森
、
学
校
、
八
幡
神
社
周
辺
に
設
置
し
、

ど
ん
な
鳥
が
や
っ
て
く
る
の
か
楽
し
み
に

待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
鳥
を
調
べ
る
活
動
を
通

し
て
、
森
や
自
然
の
豊
か
さ
だ
け
で
な
く
伊

方
の
よ
さ
を
発
見
し
、
も
っ
と
詳
し
く
調
べ

た
い
と
意
欲
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

伊
方
小
学
校
で
は
昨
年
度
と
今
年
度
、
愛

媛
県
の
「
森
は
と
も
だ
ち
推
進
事
業
」
の
指

定
を
受
け
、
全
校
児
童
が
、
地
域
の
森
や
自

然
に
親
し
む
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

４
年
生
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
伊
方

の
森
の
生
き
物
、
特
に
鳥
に
つ
い
て
調
べ
て

い
ま
す
。
ま
ず
、
鳥
の
生
態
を
知
る
た
め
に

堂
々
山
や
亀
ヶ
池
、
レ
ッ
ド
ウ
イ
ン
グ
パ
ー

森
の
生
き
物
と
と
も
だ
ち
に

森
の
生
き
物
と
と
も
だ
ち
に

森
の
生
き
物
と
と
も
だ
ち
に

〜
伊
方
小
学
校
〜

西宇和郡小学校陸上競技大会結果西宇和郡小学校陸上競技大会結果西宇和郡小学校陸上競技大会結果

9"3
14"8
10"6
64"3
3m58

40m95

三机
九町
九町

伊方

三崎

山本　莉琥
浪下　力也
小野　勇祐

渡邊　天聖

阿部寿明樹

9"3
14"8
10"5
64"0
3m66
1m10
49m01

九町
九町
三机

大久
伊方
三崎

浪下　力也
菊池京一朗
山本　莉琥

是澤　永久
兵頭　　類
中川　圭太

9"1
14"6
10"5
59"9
3m97
1m15
50m95

九町
伊方
伊方

九町
伊方
伊方

小野　勇祐
崎野　翔太
吉本　　創

神山　琉偉
井村　草太
梶谷　旺也

8"9
14"1
10"2
59"8
4m04
1m15
54m68

三崎
三崎
伊方

伊方
三崎
伊方

種　目
第 １ 位

氏 名 校 名 記 録
第 ２ 位

氏 名 校 名 記 録
第 ３ 位

氏 名 校 名 記 録
第 ４ 位

氏 名 校 名 記 録
60ｍ
100ｍ
60ｍＨ
400ｍＲ
走り幅跳び
走り高跳び
ｿﾌﾄﾎﾞー ﾙ投げ

男

子

小枝　蓮武
小枝　蓮武
近藤　到真

井上　知也
平尾　輝樹
崎野　翔太

九町 伊方 三机 大久

9"7
15"5
11"1
64"0
3m55
1m15
25m91

三机
三崎
伊方

大久
九町
三崎

亀井　梨緒
清家　里香
上田愛咲美

谷本　穂花
平家　愛梨
向井　愛華

9"5
15"4
11"1
63"9
3m62
1m20
38m43

伊方
三机
伊方

伊方
伊方
水ヶ浦

井上　愛那
金山　芽生
菊池　菜那

篠澤　莉緒
林　　莉菜
水本　一花

9"4
14"9
10"6
63"6
3m63
1m20
40m38

三崎
九町
九町

三崎
水ヶ浦
伊方

梶原　　凜
大田　望結
平家　愛梨

清家　里香
門田　朝陽
篠澤　莉緒

9"1
14"8
10"5
61"3
3m99
1m35
46m33

九町
伊方
三崎

三机
三崎
伊方

60ｍ
100ｍ
60ｍＨ
400ｍＲ
走り幅跳び
走り高跳び
ｿﾌﾄﾎﾞー ﾙ投げ

女

子

大田　望結
林　　莉菜
内山　　桜

金山　芽生
梶原　　凜
井上　愛那

伊方

※女子走り高跳び　梶原　凜　1m35　（新記録）

巣箱作り

巣箱設置

バードウォッチング

九町 三崎 三机

新
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10
月
23
日
（
日
）
に
愛
媛
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

（
内
子
町
）
に
て
伊
方
町
体
育
協
会
ゴ
ル
フ

部
主
催
第
１
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
11

組
44
名
と
い
う
大
人
数
の
中
、
接
戦
と
な
っ

た
優
勝
争
い
は
伊
勢
家
圭
喜
さ
ん
が
71.4
と
い

う
ハ
イ
ス
コ
ア
で
制
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
大
会
で
集
ま
っ
た
募
金
５
万
５
千

円
は
後
日
、
伊
方
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。（
下
記
写
真
）

　

大
会
を
通
し
て
様
々
な
方
と
の
交
流
、
そ

し
て
真
剣
な
勝
負
の
中
に
も
笑
い
が
あ
っ
た

り
と
盛
大
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み
、
大
健
闘
し
ま

し
た
が
、
惜
し
く
も
優
勝
は
逃
し
ま
し
た
。

　

交
流
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
熱
戦
の
結

果
、
伊
方
町
の
山
嵜
チ
ー
ム
（
豊
之
浦
）

が
見
事
、
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
前
日
か

ら
の
雨
に
よ
る
悪
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

コ
ー
ト
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
一
切

感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
真
剣
に
、
そ
し
て
、

楽
し
く
プ
レ
イ
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
、
参
加
し
た
選
手
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
良
い
経
験
、
そ
し
て
、
思

い
出
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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月
23
日
（
日
）、
松
山
市
の
愛
媛
県

職
員
運
動
場
に
お
い
て
、
愛
媛
県
知
事

杯
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
、
伊
方

町
か
ら
は
12
チ
ー
ム
36
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
肌
寒
く
時
々
雨
が
ぱ
ら
つ

く
天
候
で
し
た
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、
会
場
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白
熱
し
た

試
合
が
繰
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広
げ
ら
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ま
し
た
。

　

午
前
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各
グ
ル
ー
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ご
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で
予
選

が
行
わ
れ
、
午
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各
グ
ル
ー
プ

１
位
の
チ
ー
ム
に
よ
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決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
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、
２
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４
位
に
な
っ
た
チ
ー

ム
に
よ
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交
流
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
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行
わ
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ま
し
た
。

　

伊
方
町
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ら
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し
た
チ
ー
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も
決

開会式の様子

大　会　結　果

堀元会長へ阿部一寿氏（代表発起人）より贈呈

愛
媛
県
知
事
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会

愛
媛
県
知
事
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会

〜
本
町
か
ら
12 
チ
ー
ム
が
参
加
〜

『
第
１
回
伊
方
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
』を
開
催
！

『
第
１
回
伊
方
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
』を
開
催
！

『
第
１
回
伊
方
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
』を
開
催
！

〜
町
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部
〜

順　位
優　勝
準優勝
３　位
４　位
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伊勢家　圭　喜
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緒　方　正　藤
清　水　太平治
木　村　俊　樹

スコア（ハンデ有）
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71.8
72.4
72.8
73.0
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私
た
ち
野
蒜
読
書
会
は
、
平
成
17
年
に
図

書
館
が
新
設
さ
れ
た
の
を
機
に
図
書
館
の
呼

び
か
け
で
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
は
８
人
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

月
に
一
回
の
定
例
会
は
、
共
通
図
書
の
感

想
や
そ
れ
ぞ
れ
が
読
ん
だ
本
の
紹
介
、
話
題

の
本
な
ど
の
情
報
を
話
し
合
い
ま
す
。
時
に

は
世
間
話
や
健
康
問
題
な
ど
に
脱
線
す
る
こ

と
も
あ
り
、
そ
れ
も
ま
た
楽
し
い
時
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

楽
し
い
読
書
会
に
す
る
為
に
欠
か
せ
な
い

の
が
、年
に
一
度
の「
旅
す
る
読
書
会
」で
す
。

読
書
会
で
話
題
に
な
っ
た
作
家
の
故
郷
や
記

念
館
等
を
見
学
し
て
本
の
世
界
を
広
げ
て
い

ま
す
。

　

年
度
末
に
は
一
年
間
の
ま
と
め
の
文
集

『
野
蒜
』
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
文
集
で
は

エ
ッ
セ
イ
な
ど
に
加
え
て
「
伊
方
も
の
が
た

り
」
の
連
載
を
続
け
て
い
ま
す
。
地
元
の
優

れ
た
先
人
や
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
、
伝
統
行

事
な
ど
を
調
べ
た
り
、
講
師
を
招
い
た
り
し

て
、研
修
し
た
こ
と
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

地
域
の
歴
史
を
知
り
、
次
に
繋
げ
る
の
も
大

事
な
こ
と
と
思
い
読
書
会
で
出
来
る
こ
と
を

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
表
彰
は
、
ま
だ
活
動
の
浅
い
私
た

ち
に
は
思
い
も
掛
け
な
い
こ
と
で
し
た
が
、

受
賞
に
よ
っ
て
読
書
会
の
良
さ
を
再
認
識
で

き
ま
し
た
。
ひ
と
り
読
書
だ
と
自
分
の
好
み

の
作
家
や
傾
向
の
似
た
本
に
な
り
が
ち
で
す

が
、
読
書
会
の
お
陰
で
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン

ル
の
本
や
作
家
に
会
え
ま
す
。
み
ん
な
で
集

い
、
本
の
世
界
を
読
み
合
う
読
書
会
の
楽
し

さ
を
も
っ
と
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
各
施
設
で
分
科
会
が
開
か
れ
、

私
達
は
第
５
分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
分
科
会
は
、
地
域
づ
く
り
を
テ
ー
マ

に
「
地
域
消
滅
」
の
問
題
に
沿
っ
て
、
人

口
減
少
率
日
本
一
の
秋
田
県
で
の
現
在
の

課
題
、
そ
し
て
、
そ
の
解
決
策
に
繋
げ
て

い
き
た
い
地
域
の
活
動
を
二
人
の
パ
ネ
リ

ス
ト
が
紹
介
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

対
談
を
行
い
ま
し
た
。
事
例
の
中
に
は
、

伊
方
町
で
は
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
女
性

消
防
団
員
の
活
動
や
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た

制
度
も
細
か
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
に
参
加
し
て
学
ん
だ
こ
と

を
今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

10
月
28
日
（
金
）
か
ら
30
日
（
日
）
に
か

け
て
「
日
本
女
性
会
議
２
０
１
６
秋
田
」

が
秋
田
県
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
大
勢
の
女
性
が
集
ま
り
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

伊
方
町
か
ら
は
町
女
性
団
体
連
絡
会
か

ら
２
名
と
事
務
局
１
名
の
３
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

１
日
目
の
全
体
会
は
、
秋
田
県
民
会
館

を
会
場
に
開
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、
小
学
生
に
よ
る
竿
燈
演
技
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
開
会
式
、
基
調
報

告
と
続
き
、
ヘ
ア
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
藤
原
美
智
子
さ
ん
に
よ
る
記

念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
楽
し
い
講
演

の
中
に
も
、
出
て
く
る
言
葉
の
一
つ
一
つ

に
は
力
強
さ
が
あ
り
、
共
感
で
き
る
内
容

や
心
に
ぐ
っ
と
く
る
言
葉
が
た
く
さ
ん
あ

『
日
本
女
性
会
議
２
０
１
６
秋
田
』に
参
加
し
て

『
日
本
女
性
会
議
２
０
１
６
秋
田
』に
参
加
し
て

『
日
本
女
性
会
議
２
０
１
６
秋
田
』に
参
加
し
て

伊
方
町
女
性
団
体
連
絡
会

「
公
益
社
団
法
人
読
書
推
進
運
動
協
議
会

　
　

第
49
回
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰
を
受
け
て
」

「
公
益
社
団
法
人
読
書
推
進
運
動
協
議
会

　
　

第
49
回
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰
を
受
け
て
」

野
蒜
読
書
会

の
び
る
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に
開
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と
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て
、
小
学
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に
よ
る
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技
が
披
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れ
ま
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た
。
そ
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、
開
会
式
、
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、
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就学援助制度のお知らせ就学援助制度のお知らせ
　伊方町では、経済的理由により就学困難な児童生徒について、小学校及び中学校における義務教育の円滑
な実施に資することを目的として就学奨励のために必要な援助を実施しています。　
○　認定基準（いずれかに該当すること）
　　（１）生活保護の停止又は廃止となった方
　　（２）町民税非課税世帯の方
　　（３）母子・父子家庭対象の児童扶養手当を支給されている方
　　※（１）～（３）以外でも特別な事情のあるご家庭は学校にご相談ください。
○　援助内容
　　学校給食費、学用品費・通学用品費・校外活動費、野外活動費、修学旅行費、医療費など
○　申請の方法
　　まず、お子さまが在学している（又は入学する）学校にご相談ください。
○　申請の受付時期

ライフアップ講座のご案内（第2回）ライフアップ講座のご案内（第2回）ライフアップ講座のご案内（第2回）
　12月はクリスマスです。今回のライフアップ講座は国際交流員のソープ・マギー
さんとアメリカのクリスマス料理を作ります。「食事」をとおして世界のクリスマス
に触れてみてはどうですか。大勢の参加をお待ちしています。

日　　時　　平成28年12月16日（金）18：30～
場　　所　　中央公民館　３階　調理実習室
内　　容　　アメリカのクリスマス料理教室
講　　師　　ソープ・マギーさん（伊方町国際交流員）
定　　員　　２０名程度
受　講　料　　500円（当日集めます）
持参品等　　エプロン・三角きん
申込方法　　12月8日（木）までに　住所・氏名・電話番号を生涯学習室へご連絡ください。
連　絡　先　　伊方町教育委員会事務局　生涯学習室　電話38-2661　FAX38-1179

○　お問い合わせ先
　　お子さまが在学している（又は入学する）学校
　　　　　　　　または教育委員会事務局学校教育室　TEL（０８９４）３８－２６６０　
※認定基準に該当していても、世帯全員の収入等が一定の基準を超え、要保護に準ずる程度に困窮していると
認められない場合等は、教育委員会の審査の結果、認定されない場合がありますので、ご承知ください。また、
援助が必要と認められた場合でも、経済状態あるいは家庭状況等の変動により援助の必要がなくなったと判断
した場合は、年度の途中でも援助を中止することがあります。

当　初　認　定
年度当初（4月）から
認定される場合

追　加　認　定
年度の途中から
認定される場合

すべての学年

新 １ 年 生

在学中の児童生徒
（新１年生以外）

学　　年 申請の受付時期

平成２９年１～２月頃

平成２９年４月まで
この時期を過ぎると支払えない援助
費がありますので、ご注意ください。

原則として随時受付
認定の時期により、金額が減ったり支
払いができなくなる援助費があります。
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新着図書

読書週間期間中、たくさんのご来館
ありがとうございました。
読書週間期間中、たくさんのご来館
ありがとうございました。
読書週間期間中、たくさんのご来館
ありがとうございました。

～ 12月のおはなし会 ～

《一般書》 《児童書》

新しく購入した本は下記の図書館ホームページからもご覧いただけます。 URL:http://www.town.ikata.ehime.jp/site/tosyokan/

『つめ』
山本　甲士／著

《内容紹介》
真野朱音は、気難しいと評判の南郷宅
にイバラの剪定をお願いするが、けん
もほろろに断られる。その後、家に嫌
がらせが始まり…。ご近所のモンスター
との壮絶なバトルが今、始まる。 

『おにぼう』
くすのき　しげのり／作

《内容紹介》
村人に嫌われていたおにぼうは、大雨
で村が流されそうになり、庄屋たちに
助けを求められます。がけの上の大岩
を動かし、川の水をせき止めようとす
ると…。 

『メビウス1974』
『夜行』
『壁の男』
『恋のゴンドラ』
『ドローン・スクランブル』
『梅もどき』
『小説君の名は。』
『かがやき荘アラサー探偵局』
『坊っちゃんのそれから』
『宮尾登美子遅咲きの人生』
『ただ生きていく、それだけで素晴らしい』

『乳がんと生きる』

堂場　瞬一／著
森見　登美彦／著
貫井　徳郎／著
東野　圭吾／著

未須本　有生／著
諸田　玲子／著
新海　誠／著

東川　篤哉／著
芳川　泰久／著
大島　信三／著

五木　寛之／著
毎日新聞生活報道部／著

ほか

『ゆきゆきゆき』
『のんびりやのサンタクロース』

『けもののにおいがしてきたぞ』
『たまたまタヌキ』
『くうちゃんのホットケーキ』
『うおいちば』
『トイレのかめさま』
『あやとりであそぼ!』
『ぞくぞく村のにじ色ドラゴン』
『ふたりはバレリーナ』
『11歳のバースデー 1』

たむら　しげる／さく

山田　マチ／作、田中　六大／絵
ミロコマチコ／作・絵

内田　麟太郎／文、高畠　那生／絵
わたなべ　ゆうこ／作・絵

安江　リエ／ぶん、田中　清代／え
戸田　和代／作
野口　とも／著
末吉　暁子／作

バーバラ・マクリントック／作
井上　林子／作

ほか

日　時 ： 10日（土）・24日（土）　
　　　　　午後1時30分～
場　所 ： 図書館　おはなしコーナー
対　象 ： どなたでも参加できます♪

１１月３日の工作教室では、かわいいクラフトバン
ドの作品ができあがりました。

12月 図書館カレンダー
日 月

…おはなし会 …休館日

火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

1

8

15

22

30 3129

≪お知らせ≫
１２月２８日（水）～翌年１月３日（火）は、年末年始のため
休館します。
　休館中に本・雑誌を返却される方は、生涯学習センター１階の
返却ポストをご利用ください。ＣＤ、ＤＶＤは破損する恐れがある
ため、４日（水）に直接カウンターまでお持ちください。
■開館日時／火曜日～日曜日　午前９時３０分～午後６時
  伊方町立図書館（伊方町生涯学習センター2階）
  愛媛県西宇和郡伊方町湊浦1992番地  TEL（0894）38-0607
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熊
本
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

目
的
地
は
熊
本
城
の
北
西
に
あ

る
本
妙
寺
と
い
う
お
寺
で
す
。

本
妙
寺
は
熊
本
城
を
建
て
た
加

藤
清
正
公
ゆ
か
り
の
お
寺
で
す
。

境
内
に
は
、
熊
本
城
の
天
守
閣

と
同
じ
高
さ
で
清
正
公
が
葬
ら

れ
た
浄
池
廟
が
あ
り
、
そ
こ
へ

続
く
胸
突
雁
木
と
い
う
長
い
石

段
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
胸
突
雁
木
に
は
、
全
国

各
地
か
ら
寄
進
さ
れ
た
夥
し
い

数
の
石
灯
籠
が
あ
る
の
で
す
が
、

そ
の
ほ
ぼ
最
上
部
に
、
な
ぜ
か

伊
方
の
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
佐
々
木
長
治
氏
で
す
。

　

佐
々
木
長
治
（
高
二
郎
）﹇
一

八
六
七―

一
九
一
四
﹈
は
鉱
山

業
に
従
事
し
、
後
に
西
南
銀
行

や
豊
後
電
気
鉄
道
の
創
立
に
も

関
与
、
農
学
校
を
設
立
す
る
な

ど
地
域
に
貢
献
し
ま
し
た
。
衆

議
院
議
員
な
ど
を
務
め
た
伊
方

町
名
誉
町
民
の
佐
々
木
長
治

（
馨
）
氏
の
父
で
す
。
石
灯
籠
は

二
基
、
明
治
一
八
・
二
〇
年
に

寄
進
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
、
石
灯
籠
は
倒
壊
し

て
い
ま
し
た
。
ご
存
じ
の
よ
う

に
、
熊
本
で
は
平
成
二
八
年
四

月
に
最
大
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七

の
巨
大
地
震
が
発
生
し
ま
し

た
。
復
興
は
少
し
ず
つ
進
ん
で

い
ま
す
が
、被
害
の
爪
痕
は
生
々

し
く
、
胸
突
雁
木
の
一
〇
〇
基

以
上
あ
る
ほ
と
ん
ど
の
石
灯
籠

も
ま
だ
倒
壊
し
た
ま
ま
だ
っ
た

の
で
す
。

　

佐
々
木
長
治
の
石
灯
籠
が
な

ぜ
こ
こ
に
あ
る
の
か
は
、
今
後

の
調
査
課
題
で
す
が
、
震
災
の

現
場
に
伊
方
町
ゆ
か
り
の
名
前

を
見
る
こ
と
で
、
こ
の
大
災
害

を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
熊
本
の
皆
様
の
復
興
を

心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
伊
方
町
に
暮
ら
す
私
た

ち
も
、
日
頃
の
防
災
意
識
を
高

め
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
深
く
認
識

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◆ 今月のきょうどかん ◆

佐田岬半島の自然
スライド上映会
佐田岬半島の自然
スライド上映会

小学生たちと山城跡を
見学しました！
小学生たちと山城跡を
見学しました！
小学生たちと山城跡を
見学しました！
小学生たちと山城跡を
見学しました！

＝休館日

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ・Ｆ
Ａ
Ｘ
39
ー

０
２
４
１

 

（
不
在
の
場
合
）38
ー

２
６
６
１ 

生
涯
学
習
室

■
開
館
時
間　

９
:
30
〜
16
:
30

■
休　
　

館　

月
曜
日
ほ
か

139

　九町小学校の子どもたちと、戦国時代の
山城跡「長崎城跡」を見学しました。
　町見郷土館では、町内各小中学校やクラ
ス等の要望に応じて、地域を深く学ぶ機会
のサポートをしています。
　ご相談はお気軽に！

＝夜スライド上映

（第114回）

伊
方
と
熊
本
地
震

12月28日（水）19時～
今月のテーマ

「果実と冬鳥のうまい関係」
※入場無料・お気軽にお越しください。

【倒壊した石灯籠】

【佐々木長治の銘文】

2016年 12月
日 月 火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

1

8

15

22

29 30 31 ※みかん関係の古い道具探しています。
情報お願いします。

【
調
査
協
力
】　

市
川
和
人
様
、

竹
原
明
理
様
、
ほ
か
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

熊
本
市　

本
妙
寺

石
灯
籠
①　

竿
部
分
銘
文

　

「　

明
治
十
八

　
　
　
　

奉
寄
進

　
　
　

酉
五
月
吉
日　
　
　

」

　

「　

イ　

西
宇
和
郡

　
　
　
　
　

佐
々
木
長
治　

　
　
　

ヨ　

伊
方
浦　
　
　

」

石
灯
籠
②　

竿
部
分
銘
文

　

「　

奉
寄
進　
　
　
　
　

」

　

「　

イ　

西
宇
和
郡

　
　
　
　
　

佐
々
木
長
治　

　
　
　

ヨ　

伊
方
浦　
　
　

」

　

「　

明
治
廿
年　
　
　
　

」

六
月

寄
進
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10
月
21
日
（
金
）、「
全
て
の
住
民
が
差

別
の
現
実
に
深
く
学
び
、
同
和
問
題
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
へ

の
明
る
い
展
望
を
も
ち
、
地
域
課
題
と
し

て
主
体
的
に
取
り
組
む
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
。」
を
研
究
主
題
と
し
た
表
記
の

大
会
が
、
宇
和
島
市
三
間
町
内
の
各
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
三
間
中
学
校
で
開
催
さ
れ
た
学

校
教
育
等
部
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
１
年

生
の
学
活
「
身
近
な
人
権
問
題
を
考
え
よ

う
」
の
公
開
授
業
で
は
、
導
入
に
お
い
て
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
実
施
し
た
お
遍

路
さ
ん
へ
の
「
お
接
待
」
体
験
学
習
を
想

起
さ
せ
、
人
と
の
触
れ
合
い
に
お
い
て
大

切
な
こ
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
て
い
ま
し

た
。
私
自
身
も
四
国
八
十
八
か
所
の
一
つ

で
あ
る
石
手
寺
が
好
き
な
こ
と
も
あ
り
、

興
味
を
も
っ
て
参
観
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
話
し
合
い
活
動
の
流
れ
は
、

生
徒
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
行
わ
れ

た
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
提
示

し
、
学
級
に
お
け
る
問
題
や
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
の
悩
み
に
気
付
か
せ
、
解
消
に
向
け
て

考
え
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
個
人
、

グ
ル
ー
プ
、
全
体
で
真
剣
か
つ
温
か
い
雰

囲
気
の
中
で
学
習
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
意
欲
的
な
挙
手
発
表
や
話
を
聞

く
姿
勢
等
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
分
科
会
で
は
、
人
権
・
同

和
教
育
の
視
点
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

様
々
な
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
他
の
学
校
の
取
組
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
見
ら
れ
、
今
後
の
取
組

の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
自
分
自
身
が
日
常
の
様
々
な

場
面
を
通
し
て
人
権
感
覚
の
ア
ン
テ
ナ
を

張
り
、
相
手
の
気
持
ち
に
な
っ
て
笑
顔
で

接
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
今

回
の
研
究
協
議
会
に
参
加
し
て
学
ん
だ
り
、

感
じ
た
こ
と
を
今
後
の
社
会
生
活
、
家
庭

生
活
、
教
育
活
動
等
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

南
予
地
区
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会
に
参
加
し
て

南
予
地
区
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会
に
参
加
し
て

南
予
地
区
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会
に
参
加
し
て

南
予
地
区
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会
に
参
加
し
て

三
崎
中
学
校　

教
諭　

河
野　

晃
男

伊方スポーツセンター
　　電話38-1100、38-0776

初心者対象の水泳教室です。
クロールを中心に指導いたします。
日　時：毎月第２水曜日 １9：00～19：５0
　　　　月1回の教室になります。　
場　所：伊方スポーツセンター２階プール
定　員：先着１0名
受講料：５００円（1回）

日　時　　12月7日、14日、21日、1月4日（水）
　　　　　１９：００～２０：２０
場　所　　伊方スポーツセンター３階
　　　　　トレーニングルーム
対　象　　一般成人（先着１３名）
受講料　　２，０００円(４回／月)
※参加希望の方は事前にスポーツセンターまで
　ご連絡ください。

≪詳しいお問い合わせは下記にご連絡下さい。≫

今年も、伊方スポーツセンターを
ご利用いただき、まことにありがとうございます。
来年も引き続きのご利用をお待ちしております。

年末年始のお知らせ年末年始のお知らせ年末年始のお知らせ

１２月２9日（木）～１月3日（火）

休 館 日

大人の水泳教室大人の水泳教室

サーキットトレーニング教室のご案内サーキットトレーニング教室のご案内
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町
見
野
の
花
句
会

俳
　
句

番
匠
句
会

三
机
句
会

DVD上映会
「 クリスマスのおくりもの  」
～ すばらしい愛のファンタジー ～ 
12月10日（土）　ＤＶＤ上映会を行います。
　クリスマスにもらった新しい人形
に心を奪われ、長いこと遊び相手と
して大切にしてきた仲良しの人形を
投げ捨ててしまった女の子に、人形
が自分の気持ちを分かってもらおう
といろいろな方法で努力します。

○場　　所　　児遊館内 
○上映時間　　１回目　10：00～
　　　　　　　２回目　14：00～

工作教室
「 クリスマスツリーを作ろう! 」
12月24日（土）　午後２時から、工作教室を行い
ます! 
　落ち葉やどんぐり、松ぼっくり
を使って壁掛けタイプのツリーを
作ります。
　参加費は無料です。

児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ

【お問い合わせ】　
　伊方町生涯学習センター内　
　　　　児遊館　３８－２６６８（内線８５６）

※写真は、イメージです。

り
を

す。

上　
口　
久　
志

岩　
見　
愛　
子

川　
縁　
秀　
子

岩
井
フ
ミ
ヱ

井　
上　
敦　
子

得　
能　
悦　
子

得　
能　
利　
子

西
山
美
津
子

大　
野　
律　
子

安　
田　
増　
子

長
谷
美
久
仁

髙
地
瑠
美
子

柏
村
ヨ
シ
子

佐
々
木
サ
チ
子

溝　
口　
明　
美

結　
城　
励　
子

佐
々
木
忠
雄

湯
け
む
り
や
肌
つ
や
つ
や
と
菊

香
る

望
の
月
松
の
影
お
く
石
畳

秋
祭
り
終
え
て
奴
の
肩
車

　
独
り
と
は
淋
し
き
自
由
秋
の
雨

　
鍬
の
柄
に
手
を
の
せ
見
上
ぐ
う

ろ
こ
雲

秋
祭
り
照
り
て
ま
ば
ゆ
き
雲
ば

か
り

初
秋
の
大
山
仰
ぎ
し
じ
み
船

み
か
ん
摘
み
ま
だ
や
る
気
な
る

古
稀
の
我

母
と
子
の
会
話
の
弾
む
日
向
ぼ

こ漢
等
の
豊
年
踊
身
振
り
よ
し

丹
精
を
凝
ら
す
作
品
文
化
祭

文
化
の
日
サ
ッ
カ
ー
観
戦
小
学

校

天
高
し
運
動
会
の
大
声
援

い
つ
し
か
風
に
運
ば
れ
コ
ス
モ

ス
園

し
ば
ら
く
は
秋
の
落
ち
葉
を
掃

く
日
課

田
舎
物
レ
ッ
テ
ン
ば
か
り
味
せ

ら
れ
て

鈴
な
り
や
摘
果
せ
わ
し
や
青
み

か
ん

お
と
こ

み


